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ナツハゼ果実加工品の差別化を図るため、ジャム類を試作し（写真１）、他の果実加工品とSD法による官能評価を
行った。

ナツハゼを原料とした加工品は、ブルーベリー、イチジク、イチゴ、オレンジ、リンゴの加工品とは異なるイメー
ジを持つ加工品に位置づけることができた（図２）。

情報を与えた場合、ナツハゼとブルーベリーの加工品に対するイメージに違いを持たせることができた（図１）。

情報を与えた場合、ブルーベリーでは健康的というイメージが下がった等の変化があらわれたのに対し、ナツ
ハゼの加工品に対するイメージに大きな差は現れなかった(図１）。

以上より、ナツハゼ果実加工品は、消費者に対し、機能性の情報を与え、「田舎・郷愁感」「健康」をキーワード
とした販売を行うことで、他の果実加工品と差別化できると考えられた。
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消費者の評価によるナツハゼ果実加工品のイメージ
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パネラー（農産加工研修に参加した農業者）に対し、「ナツハゼは、ブルーベリーよりアントシアニンなどが多
い」、「アントシアニンなどの機能性」等の情報を与えた場合と、与えなかった場合で、官能評価を行った。
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写真１　ナツハゼ加工品
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